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サンワ・リノテックがお届けするお得な記事満載の情報紙。
きっとお役に立ちます。

株式会社藤林商会
代表取締役　
藤林 秀樹様

（裏面に続く）

　本誌の前号で、（有）TEM’Sの和田社長のお話の中にで
てきましたHi-jet ARC工法。もう少し詳しく知りたいという
お問い合わせがありましたので、今号は、その生みの親でも
ある（株）藤林商会の藤林社長からその工法が認可されるま
でのお話をお伺いしてみました。
　なお、今回の東日本大震災で被災された皆様には心より
お見舞い申し上げます。

司会　前回Hi-jet ARC工法について、紙面の都合で十分な
説明ができませんでした。その後も数多くの問い合わせが
ありましたので、藤林社長から直接説明いただきたいと今
回企画いたしました。ARC工法が誕生したいきさつなどを
お聞かせ願います。

藤林　当社はもともと防水工事を始め
とする建設工事の機械施工を看板にし
た建設会社です。また、アスベスト処
理の実績も23年間あり、その中で平成
21年に規制強化された「船舶」につい
ては、青函連絡船の5～10cm厚のクロ
シドライト吹き付け材や、アモサイト
配管保温材の除去実績があります。

　煙突内のアスベスト除去に踏み出すきっかけになったの
は、アスベスト全般の処理をしているなかで、煙突の廃材
の中にアスベストが含まれている疑いがでてきたんです。
そこで調べてみると、脚部にある点検口（灰出し口）が剥
落したアスベストで詰まっているのに、そのまま放置され
ている現実にビックリしたことが始まりです。
　当社の技術に、コンクリートを超高圧の水で削り取ると
いうノウハウを持っていたことも一因かもしれませんが、
このやり方を煙突アスベスト除去に応用すればと取り組み
始めた結果、除去についてはハイレベルな処理技術を完成
させることができました。しかし、除去に使用した汚染水
をろ過処理しても、ろ過水の中に多数のアスベスト繊維が
確認されたのです。
　国内にアスベストの放流基準はないものの、そのまま下
水道等へ放流することは会社の方針やモラル上できません
でした。そこから改良に向けての試行錯誤の取り組みが始
まった訳です。
　粉じん飛散を少なくするには多量の水、また排水放流を
考慮すると少水量、作業床の防水対策、除去時の上昇気流
（ドラフト）対策、効率のいい除去の仕方はどんな方法が
あるか等、問題は山積みでした。
　出てきた答えは、水は使うけど適度の最小限の水量で濡
らしながら除去と洗浄を一工程で実施して水量を抑え、最
終的に発生した余剰汚染水は吸水性樹脂等を使って吸水
し、それらを全部まとめてアスベストの廃棄物として処理

処分することで、考案した装置ができあがり工法が完成し
ました。
　ARC工法とは、Aはアスベスト、Rはリムーバル（除
去・切削）、Cはチムニー（煙突）の頭文字から名付けた
名前です。
　いま全国にどれだけの煙突があって、毎日どれだけの本
数の煙突が稼働しているか。しかも煙と一緒に沢山のアス
ベスト繊維が周辺にまき散らされているのにまったく知ら
されていない現実。改めて煙突のデータを調査してみる
と、このまま放っておけば大変なことになるんじゃないか
と思ったのが最初です。
　といって自社だけで全国の煙突アスベストを除去するの
は並大抵ではありません。そこで、各地にある施工工事企
業さんを会員さんとして迎え、煙突から排出されるアスベ
ストを早く安全確実に除去する工法を共有するほうが大き
なパワーになると考えています。きちっとしたカタチを伝
授して安全な方法で除去する方向に持っていかなければと
思います。
　最近の調査では、ボイラー稼働時に煙突頂部から数千本
のアスベスト繊維が飛散されている事実が数多く確認さ
れ、気になるところであります。新聞紙面等で報じられて
いる吹き付けアスベスト等の除去処理現場で、設置使用さ
れている負圧除じん装置吹き出し口付近の採取空気から、
アスベスト繊維が10本以上検出された場合は、作業は即時
ストップされているのに、煙突の場合は確認もされずに排
煙とともに大気へ放出されています。アスベストの断熱材
が確認された煙突は、使用を継続するかぎり劣化すること
は避けられず、極端なところ煙突の排煙口に、必ずフィル
ターを介さなければ煙突を使用できないぐらいの厳しい処
置があってもいいのではないかと私は考えています。
　ただ、煙突を改修や建て替えをするとなると、法律とか
コストの問題などクリアしなければならないことが多いこ
とも事実ですが、いつまでもこの問題を放置しておいて、
6年前の吹き付けアスベスト問題（クボタショック）のよ
うに健康被害が拡大しなければと心配しています。
　決してARC工法を過大にPRするために話を大げさにし
ているのではなく、現実の問題としてもっと多くの人に関
心を持っていただきたくて、役所や煙突の所有者等に掛け
合ったりして、啓蒙活動を行っているところです。今年も
5月24日からの環境展（東京ビッグサイト）でPRすると共
に、幅広い方々に危険認知をしていただきたいと思ってい
ます。
　過去の解体現場でみてきた経験からいえることは、アス
ベスト断熱材が無傷でそのまま煙突内部で使用されている
ケースはまずありえません。そのような意見
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サンコー物産様のお客様には、本刊発行の主旨に賛同いただいたサンコー物産様のご厚意によりお届けしております。

（表面より）

（11．05．3.0T）

　前号Vol.10の紙面で触れましたHi-jetARC工法につきまして皆様よ
りもう少し詳しく知りたいとの要望が多数あり、考案者の㈱藤林商会、
藤林社長様よりお話を伺うことが出来ました。
　現状の煙突内面、点検口の状態、排煙と共に排出されるアスベスト等
早急に対処しなければならない課題がわかりやすく解説され、なぜ今
Hi-jetARC工法が必要か環境に関心の高い皆様にはご理解いただけ
たものと確信しております。藤林社長様、お忙しい中有難うございまし
た。関連業者皆様のお役に立てれば幸いです。
　ホームページでは動画で工法がわかりやすく解説されています。是
非ご覧下さい。
　尚、2011NEW環境展（東京ビックサイト）
　2011年5月24（火）～27日（金）
　ブースＮｏ．１２３　㈱藤林商会様が出展されます。
　会場で煙突内面機器の展示、直接お話を聞くことも出来ます。
追伸
　グランドフェアー２０１１にサンワ・リノテック㈱が出展
　会期：2011年7月8日（金）～9日（土）
　会場：幕張メッセ国際展示場９～１１ホール
　皆様のご来場をお待ちしております。

■発行

に対しても役所や建物等所有者には「馬の耳に
念仏」でした。
　例えばオフィスの場合、天井に吹き付けアスベストが使
われていても触らなければ大丈夫ということで使えるけ
ど、ボイラー等の煙突の場合はそうはいきません。稼働す
れば排煙とともにアスベスト粉じんが周辺へ飛散している
はずです。
　とにかく想像以上に劣悪な環境におかれているのが煙突
内部であり、特にC重油が使われていた煙突では硫黄分の
黄色い塊がアスベスト繊維と混合された形で、煙突の脚部
の点検口内に堆積しているのです。
司会　さて、Hi-jet ARC工法協会の規模は3年前とあまり
変わってないような気がするんですが。
藤林　はいそのとおりです。会員数ではまだ僅かですがそ
の分少数精鋭だともいえると思います。また、煙突の数量
は吹き付けアスベストの時に比べ遥かに少ない量であり、
最大で20社ぐらいの会員組織で充分ではと考えています。
　ただ、私どもの工法を真似て普通の高圧水で洗い流して
いる業者さんがいることも事実であり、こうした会社さん
との区別を図るためにも、会員同士がアイデアを持ち寄っ
てノウハウの共通化を図っているのが現状です。他社さん
の場合は、多少不安全であってもコストを下げるために一
生懸命努力されていますが、当協会は安全性を高めること
と効率を高めるために努力している違いがあります。
司会　超高圧と高圧との違いは？
藤林　超高圧水による除去及び洗浄を説明しますと、日本
超高圧洗浄協会という組織がありまして、そこで決められ
た基準は1,000kgf/c㎡(100MPa)以上の圧力で使用するこ
ととされています。ところがこの数値以下でも損傷の大き
いカポスタックは取れるからと、普通の高圧で洗い流して
いる会社さんもおられます。しかし煙突建設時、断熱材周
囲に型枠を設けて生コンを流し込むと、生コンは断熱材に
しみ込んでしまう。ということは除去の時に表面の断熱材
を洗い流しても生コンに食い込んだアスベストが残ってい
るケースがあるのです。
　煙突コンクリートを解体する際に生じるコンクリート廃
棄物も再生処理が基本ですが、アスベスト繊維が付着した
まま再生砕石化すればその結果はご想像どおりです。
　煙突の内部という見えない場所のアスベスト除去は高所
で狭小なため非常に危険で、水を使用する場合は床の養生
を防水性のある養生としなければ水が既存床に漏れてしま
うなどの問題が多い現場です。あわせて汚染水の処理も必
要になりますし、除去中の上昇気流（ドラフト）に打ち勝
つ負圧力対策も必要となってきます。
　Hi-jet ARC工法は、これらの問題を解決し短期間で安価
安心な工法といえるのです。
特長としては、
1. 無人遠隔で、超高圧水による除去工法
2. 高湿潤、除去処理工法
3. 防水床養生である

4. 換気、回数が通常の10倍である。
5.汚染水は放流せず、吸水性樹脂等で処理し、廃棄処分する。
6. 作業者は耐水性のあるJIS規格品の保護衣を使用。
7. 作業レベルをレベル1と想定して実行。
　あとは一日も早く行政機関に当方の声が届き、国民の皆
さんに注意を喚起したいということ。そのためにはまだま
だ頑張らなければなりません。
　弊社電話番号は昭和20年代に取り付けた時は、「2番」で
した（今は2002番）。昨年国の予算組みをする際の事業仕
分けで「2番じゃダメなんですか」と質問された方がおら
れましたが、結果として二番になるのはいたしかたないと
しても、一番を目指すのが日本の我々企業人に必要なので
はないかと思っています。
　とりとめのない内容になってしまいましたが、ご興味の
ある方は、↓　↓　↓
http://www.fujibayashi.co.jpにアクセスください。

　経営革新計画承認企業として大阪府か
ら認定をいただきました。
　テ－マは建設作業現場および製造工場
における粉塵対策として、当社の開発し
た機械を利用することで作業現場・その
周辺環境を快適にすることが出来ます。

　この、経営革新の目標を達成すべく、販売促進受
注活動に全社で取り組んでいきますので、宜しくお
願いします。

写真は認定書と大阪府商工労働部での証書受領時の写真です。


